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[はじめに] 

 Nd3+と Cr3+を共添加した Nd/Cr:YAG セラミックは、

可視域に広い吸収帯を持ち、白色フラッシュランプや

太陽光のような広いスペクトルを持つ励起源に対し

て高効率のレーザー動作が期待される。Cr3+添加材料

には、4T1、4T2 という可視域に強い吸収を持つエネル

ギー準位と、R ライン(690nm)に代表される蛍光を発す

る 2E 準位を持つ。Nd/Cr:YAG 材料の場合には、4T1、
4T2 準位に吸収されたエネルギーが、2E 準位を経て、

Nd3+の上準位へエネルギー移乗されると考えられて

いる 1)。図 1 に Nd(1.0%)/Cr(2.0%):YAG セラミックの

吸収スペクトルと励起蛍光スペクトルを示す。それぞ

れNd3+の808nmの吸収係数と励起蛍光強度(1064nm発

光)で規格化した。4T1 準位の吸収係数は 4T2 準位のそれよ

り約 2 倍大きいにも拘らず、4T1準位で励起した Nd3+の蛍

光強度は、4T2 準位のそれと比べて 80%程度である。この

違いは、ストークス効率だけでは説明できないことが分か

った。Cr:YAG および Nd/Cr:YAG に関する先行研究では、
4T2準位のみを励起しており 1)、白色光励起を検討するため

には、4T1準位からの遷移過程を明らかにする必要がある。

本研究では、4T1 準位からの遷移過程を明らかにすること

を目的に、Cr:YAG 材料、Nd/Cr:YAG 材料の 4T1、4T2準位

を励起した場合の蛍光特性について比較、評価を行った。 

[評価方法] 

評価サンプルはゾルゲル法で製作した。蛍光スペクトル

の測定には、高分解能蛍光分光装置(日本分光 SS-25)を使用した。また、蛍光の時間波形は、色素

レーザーを用いて、4T1、4T2準位の吸収帯に合わせて励起し、計測した。 

[測定結果及び考察] 
4T1、4T2準位をそれぞれ励起した場合の Cr3+:YAG 粉体（Cr:0.1%）の蛍光スペクトルを図 2 に示

す。励起準位が異なった場合の蛍光スペクトルはほぼ一致した。注目する点は、4T1準位から輻射

による遷移が確認できないことである。このことから、4T1準位で吸収されたエネルギーは 4T2準

位を経由し、2E 準位へ緩和した後に基底準位へ戻ると考えられる。講演では、蛍光減衰波形の評

価結果なども併せて報告を行う。 
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